
福岡県

令和７年度12月補正予算の概要



令和７年度12月補正予算のポイント
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・ 繰越金 45億円
・ 普通交付税 30億円
・ 財政調整基金繰入金 36億円

予算編成の考え方

○ 「令和７年８月大雨災害の復旧・復興対策」に取り組むとともに、「県民の安全・安心の確保」、
「地域活性化」に必要な経費を計上

○ 人事委員会勧告に基づく給与改定に必要な経費を計上

（単位：百万円）
補正予算の規模

主な内容
（単位：百万円）

国庫 県債 その他

〇 令和７年８月大雨災害の復旧・復興対策 1,044 518 471 55

〇 県民の安全・安心の確保 124 81 43

2 2

〇 給与改定 12,854 1,804 6 11,044

14,024 2,403 471 6 11,144

〇 地域活性化

一般財源

合　　計

項　　目 予算額

財 源 内 訳

特 定 財 源

債務負担行為 29

A Ｂ Ｃ Ｄ=Ｂ+Ｃ

一 般 会 計 2,187,783 2,198,677 14,024 2,212,701

特 別 会 計 1,126,673 1,126,673 0 1,126,673

計 3,314,456 3,325,350 14,024 3,339,374

区  分
当初予算 現計予算 12月補正予算

12月補正後

予算



令和７年８月大雨災害の復旧・復興対策

○ 被災した国・県指定文化財及び世界文化遺産の復旧を支援 1,091万円

・ 市が実施する国指定文化財の復旧工事を支援

［箇 所］求菩提山（豊前市）、生家大塚古墳（福津市）

［負担割合］国 70％、県 12％、市 18％

・ 市が実施する県指定文化財の復旧工事を支援

［箇 所］織幡神社のイヌマキ天然林（宗像市）

［負担割合］県1/2、市1/2

・ 市が実施する世界文化遺産の復旧工事を支援

［箇 所］新原・奴山古墳群（福津市）

［負担割合］国 70％、県 12％、市 18％
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＜新原・奴山古墳群の被害状況＞

＜本木川の被害状況＞

○ 河川の氾濫やがけ崩れが発生した箇所の再発防止対策を推進 10億3,268万円

・ 河川の氾濫が発生した箇所の河道拡幅工事等を実施

［箇 所］本木川（福津市）

［負担割合］国1/2、県1/2

・ 市町が実施する斜面対策工事を支援

［箇 所］東畑町地区（北九州市）、えぶり地区（水巻町） ほか9箇所

［負担割合］国5/10、県4/10、市町1/10

＜織幡神社イヌマキ天然林の被害状況＞
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県民の安全・安心の確保

新規

＜保育施設＞

新規

○ 医師確保のための診療所の承継・開業を支援 1億2,136万円

・ 医師の地域偏在の是正に向け、京築保健医療圏における診療所の承継・開業に必要な費用を助成

［補助対象］①診察室、処置室等の整備費

②医療機器等の購入費

③地域定着のための診療所の運営費

［補 助 率］ ①②：1/2（国2/6、県1/6） ③：2/3（国4/9、県2/9）

○ 地域限定保育士試験を導入し、保育人材確保を強化 288万円

・ 令和８年度から開始する地域限定保育士試験に向け、広報や講習会の企画を実施

【地域限定保育士試験】

・県が実施する実技講習の受講により実技試験を免除できる新たな試験制度

・登録した都道府県等においてのみ保育士として業務を行うことができる。

・資格取得後３年を経過し、地域限定保育士として１年以上の勤務経験を積むことで、

全国で働くことのできる通常の保育士として登録を受けることができる。

・受験申込 ：令和８年１月上旬から下旬まで

・筆記試験 ：令和８年４月１８日、１９日

・実技講習会：令和８年６月～７月（予定）
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地域活性化

＜北九州空港＞

○ 企業誘致の受け皿となる工業用地を整備 ［工業用地造成事業会計］ 10億9,441万円

・ 直方・鞍手工業用地の地盤改良工事等を実施

給与改定

○ 人事委員会勧告に基づく給与改定を実施 128億5,420万円

・ 給料表の引上げ（平均2.97%増）

・ 期末・勤勉手当の引上げ

・ 教職調整額の引上げ

・ 自家用車等利用者に対する通勤手当の引上げ 等

○ 北九州空港の利用を促進 160万円 ［債務負担行為 2,861万円］

・ 早朝・深夜便の利用を拡大するため、北九州空港と福岡都市圏を結ぶ「福北

リムジンタクシー（仮称）」の広報及び運行支援を実施

［運行開始予定］令和８年４月１日～

※令和７年度までは「福北リムジンバス」を運行

［運行経路］北九州空港～博多・天神


